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特　長 
従来の手術法より低侵襲な治療が可能です。 
ドリルガイドをピンで月状骨に固定することができるため、ドリリングと骨髄血の注入が容易におこなえます。 
ドリルビットにストッパーが付いており、深さを調整する必要がありません。 
ドリルガイドがX線透過のため、正確な設置が可能です。 

術前の準備 
手関節用の創外固定器‐壊死をおこしている骨の圧壊を防ぐために用います。 
移動型X線テレビ装置‐透視下で手術を行います。 

使用方法 

セット内容 

１．骨髄血の採取 
創外固定器の橈骨用のピンのドリルホールから、あらかじめ骨髄
血を採取しておきます。この際、ドリルホールは手前の皮質骨の
みを開け、骨髄血を採取した後に、ドリルホールを貫通させます。 

２．ドリルガイドの設置 
透視下で月状骨の位置を確認した後、皮切を行い、ドリルガイド
を月状骨の上に設置します。四隅の0.8mm用の穴に固定ピンを
刺入し、ドリルガイドから数ミリ上方で折り曲げます。 

３．ストッパー付ドリルの刺入 
ストッパー付ドリルをドリルガイドの2.0mm用の穴に刺入します。ドリルはドリルガイ
ドの下面から10mm出るようになっています。 

４．骨髄血の注入 
　　　あらかじめ採取した骨髄血をドリルガイドの2.0mm用の穴から注入します。 
５．ドリルガイドの取り外し 
　　　固定ピンをペンチ等で抜去し、ドリルガイドを取り外します。 
６．創外固定器の設置 
　　　創外固定器を設置します。 

適　応 
Kienbock（キーンベック）病 

1-128-000-02 
ストッパー付ドリル

全長60mm　径2mm、3mm

1-128-000-01 
ドリルガイド

0.8mm用4穴　2.0mm用7穴 

1-128-000-03 
固定ピン　（4本） 

全長60mm　径0.8mm
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